
背景背景背景背景とととと目的目的目的目的
アオリイカはアオリイカはアオリイカはアオリイカは赤道付近赤道付近赤道付近赤道付近をををを中心中心中心中心にににに広広広広くくくく生息生息生息生息するもののするもののするもののするものの、、、、地域地域地域地域によってそのによってそのによってそのによってその生活史生活史生活史生活史やややや生理的特性生理的特性生理的特性生理的特性がががが異異異異なりなりなりなり、、、、そこにはそこにはそこにはそこには水温水温水温水温がががが大大大大きくきくきくきく関与関与関与関与していしていしていしてい

るとるとるとると考考考考えられているえられているえられているえられている。。。。そこでそこでそこでそこで本研究本研究本研究本研究ではではではでは、、、、日本日本日本日本においてにおいてにおいてにおいて主要生息域主要生息域主要生息域主要生息域であるであるであるである愛南町沿岸愛南町沿岸愛南町沿岸愛南町沿岸におけるにおけるにおけるにおける本種本種本種本種のののの成長成長成長成長およびおよびおよびおよび成熟成熟成熟成熟にににに対対対対するするするする適水温適水温適水温適水温のののの
探索探索探索探索、、、、またそのまたそのまたそのまたその知見知見知見知見をををを元元元元にしたにしたにしたにした生活史生活史生活史生活史のののの究明究明究明究明をををを目的目的目的目的としとしとしとし、、、、自然自然自然自然およびおよびおよびおよび飼育環境下飼育環境下飼育環境下飼育環境下にてにてにてにて水温変化水温変化水温変化水温変化によるによるによるによる発達発達発達発達特性特性特性特性のののの調査調査調査調査をををを行行行行ったったったった。。。。

自然環境自然環境自然環境自然環境におけるにおけるにおけるにおける成長成長成長成長・・・・成熟特性成熟特性成熟特性成熟特性のののの観察観察観察観察 飼育水温制御飼育水温制御飼育水温制御飼育水温制御によるによるによるによる成長成長成長成長・・・・成熟成熟成熟成熟のののの発達調査発達調査発達調査発達調査

材料材料材料材料とととと方法方法方法方法

期間：2015201520152015年年年年3333月月月月

～～～～2016201620162016年年年年12121212月月月月

サンプリング場所：

愛南町西海愛南町西海愛南町西海愛南町西海

サンプリング方法：

釣釣釣釣りりりり＋＋＋＋漁獲物漁獲物漁獲物漁獲物

サンプル数：計計計計194194194194

個体個体個体個体

結果結果結果結果

材料材料材料材料とととと方法方法方法方法
1回目試験区19℃℃℃℃・・・・

22℃℃℃℃・・・・25℃℃℃℃

2回目試験区22℃℃℃℃・・・・

25℃℃℃℃・・・・28℃℃℃℃

各試験区に雌雄計
8匹収容

結果結果結果結果
愛南町沿岸愛南町沿岸愛南町沿岸愛南町沿岸のののの
••••アオリイカはアオリイカはアオリイカはアオリイカは冬季以外冬季以外冬季以外冬季以外のののの季節季節季節季節にににに産卵産卵産卵産卵をををを行行行行いいいい、、、、そのそのそのその中中中中でででで最盛最盛最盛最盛
期期期期はははは3333月月月月～～～～7777月月月月とととと推測推測推測推測

••••雌雌雌雌よりもよりもよりもよりも雄雄雄雄のほうがのほうがのほうがのほうが成長成長成長成長・・・・成熟速度成熟速度成熟速度成熟速度がががが早早早早いいいい傾向傾向傾向傾向

••••雄雄雄雄はははは10101010ｃｍｃｍｃｍｃｍ以上以上以上以上、、、、雌雌雌雌はははは15cm15cm15cm15cm以上以上以上以上でででで成熟可能成熟可能成熟可能成熟可能とととと推測推測推測推測

••••個体個体個体個体のサイズのサイズのサイズのサイズよりもよりもよりもよりも、、、、成熟期成熟期成熟期成熟期にににに経験経験経験経験するするするする水温水温水温水温がががが、、、、成熟成熟成熟成熟にににに大大大大
きくきくきくきく影響影響影響影響

19191919℃℃℃℃からからからから28282828℃℃℃℃のののの試験区試験区試験区試験区でででで
・・・・成長成長成長成長はははは、、、、19191919℃℃℃℃以外以外以外以外のののの22222222℃℃℃℃～～～～28282828℃℃℃℃でででで餌食餌食餌食餌食い・い・い・い・成長率成長率成長率成長率ともにともにともにともに
良良良良いいいい傾向傾向傾向傾向

・・・・成熟成熟成熟成熟はははは、、、、高水温高水温高水温高水温ほどほどほどほど進行進行進行進行するするするする傾向傾向傾向傾向

・・・・成長成長成長成長・・・・成熟成熟成熟成熟のののの適水温適水温適水温適水温はははは22℃22℃22℃22℃～～～～28282828℃℃℃℃とととと推測推測推測推測

今後今後今後今後のののの展望展望展望展望

このようこのようこのようこのようなななな基盤研究基盤研究基盤研究基盤研究からからからから得得得得たたたた、、、、

知見知見知見知見をををを蓄積蓄積蓄積蓄積してしてしてして、、、、アオリイカアオリイカアオリイカアオリイカ完完完完

全養殖全養殖全養殖全養殖システムシステムシステムシステムをををを構築構築構築構築するするするする。。。。

問合せ先：南予水産研究センター 西浦ステーション　℡(0895)-73-7112

愛南町沿岸愛南町沿岸愛南町沿岸愛南町沿岸のアオリイカのアオリイカのアオリイカのアオリイカ

のののの生活史生活史生活史生活史のののの推測推測推測推測

・3月～7月に孵化した個体を、

早生早生早生早生まれまれまれまれ群群群群、8月～10月に孵化

した個体を遅生遅生遅生遅生まれまれまれまれ群群群群に分類

・早生まれ群は長長長長いいいい成長期成長期成長期成長期・・・・短短短短
いいいい成熟期成熟期成熟期成熟期を経験

・遅生まれ群は短短短短いいいい成長期成長期成長期成長期・・・・長長長長
いいいい成熟期成熟期成熟期成熟期を経験

・愛南町沿岸のアオリイカの生
活史は2パターンパターンパターンパターン存在存在存在存在すると推

測

精巣精巣精巣精巣


